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佐用「三城」へのアクセス
■上月城跡
●JR姫新線・上月駅下車、国道179
　号を南へ0.8km。（登山口まで）
●中国自動車道・佐用ICから約9km。
　（登山口まで）

■表紙の写真［ 飛龍の滝 ］
　　落差 20ｍ、佐用町随一の規模
　を誇る飛龍の滝。
　　ＮＨＫ大河ドラマ「軍師官兵
　衛」のタイトルバックのロケ地
　になりました。
●智頭急行・久崎駅から約 4km、　
　中国自動車道・佐用 IC から約　
　16km。

鳥取県

岡山県

大阪府

京都府

兵庫県

佐用町

位置図

■福原（佐用）城跡
●JR/智頭急行・佐用駅下車、国道179
　号を南へ1.5km。
●中国自動車道・佐用ICから約4.2km。

■利神城跡（宿場町平福）
●智頭急行・平福駅下車。
●中国自動車道・佐用 ICから約 3km。
●鳥取自動車道（上り線）平福 IC　
　から約 1.5km。

■協力　佐用町教育委員会
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佐用町観光協会
（黒田官兵衛（黒黒田田官官兵衛衛黒田官兵衛

佐佐佐用用町町観観光光協協会会佐用町観光協会
（福岡市立美術館所蔵）

寄り道 ち
よつと

上
月
城織

田
・
毛
利
の
は
ざ
ま
で
二
度
落
城
の
悲
劇

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
・
上
月
駅
を
降
り
て
、
国
道
１
７
９
号
を

南
へ
約
８
百
㍍
進
ん
だ
右
側
の
小
高
い
山
頂
に
上
月
城
跡

が
あ
り
ま
す
。

上
月
城
は
、
戦
乱
の
世
、
東
の
織
田
・
西
の
毛
利
の
は

ざ
ま
で
、
半
年
間
で
二
度
落
城
し
た
城
で
す
。
天
正
五(

１

５
７
７)

年
、
播
磨
を
ほ
ぼ
手
中
に
収
め
た
羽
柴
秀
吉
は
、

い
ま
だ
従
わ
な
い
佐
用
の
地
へ
と
兵
を
進
め
ま
す
。
こ
の

時
の
秀
吉
の
残
し
た
文
書
で
「
播
州
佐
用
郡
内
に
敵
城
三

つ
候
」
と
あ
り
、
上
月
城
と
福
原
城
、
利
神
城
が
攻
撃
対

象
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

秀
吉
は
、
11
月
27
日
に
福
原
城
を
攻
略
し
、
翌
日
に
上

月
城
を
取
り
囲
み
ま
す
。
備
前
・
宇
喜
多
氏
が
援
軍
に
来

ま
す
が
、
散
々
打
ち
負
か
し
て
撤
退
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、

12
月
３
日
に
城
内
に
攻
め
入
り
ま
す
。
城
兵
の
首
を
す
べ

て
刎
ね
、
城
内
の
女
子
ど
も
約
２
百
人
を
磔
（
は
り
つ
け
）

と
串
刺
し
に
し
て
国
境
に
並
べ
る
な
ど
、
凄
惨
な
結
末
を

む
か
え
ま
す
。
こ
れ
が
一
度
目
の
落
城
で
す
。

こ
の
時
の
上
月
城
主
の
妻
は
黒
田
官
兵
衛
の
妻
・
光
（
幸

圓
）
の
姉
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
な
ら
ば
、

妻
の
姉
が
い
る
城
を
攻
め
る
事
に
な
っ
た
官
兵
衛
の
心
境

は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
か―

心
中
を
察
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、上
月
城
は
尼
子
勝
久
を
主
と
す
る
山
中
幸
盛
（
鹿

介
）
ら
が
入
り
ま
す
。
し
か
し
、
天
正
六(

１
５
７
８)

年

４
月
、
毛
利
方
約
３
万
の
軍
勢
に
よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
羽
柴
秀
吉
や
荒
木
村
重
な
ど
の
援
軍
は
、

高
倉
山
城
に
陣
を
置
き
ま
す
が
、
こ
う
着
状
態
が
続
き
ま

す
。時

を
同
じ
く
し
て
、
播
磨
で
は
三
木
の
別
所
長
治
が
、

突
如
織
田
氏
に
背
い
て
毛
利
氏
に
付
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

対
応
に
苦
慮
し
た
織
田
氏
は
、
上
月
城
救
援
を
あ
き
ら
め
、

三
木
城
別
所
氏
攻
略
に
集
中
し
ま
す
。
孤
立
無
援
と
な
っ

た
上
月
城
は
、
つ
い
に
７
月
４
日
に
開
城
。
尼
子
勝
久
は

切
腹
し
、山
中
鹿
介
は
備
中
・
松
山
城
へ
護
送
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
山
陰
の
名
族
、
月
山
富
田
城
で
栄
華
を
誇
っ
た

尼
子
氏
の
再
興
は
潰
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
二

度
目
の
落
城
で
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
歴
史
を
持
つ
上
月
城
。
こ
の
城
跡
の

周
辺
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
最
適
で
す
。
登
城
口
に
は
案

内
看
板
が
設
置
さ
れ
、
上
月
歴
史
資
料
館
で
は
、
城
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
城
口
か
ら
頂
上
ま
で
は
約
20
分
ほ
ど
。
中
腹
あ
た
り

に
平
坦
地
、
通
称
「
休
郭
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
が

本
番
。
先
に
は
堀
切
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
急
な
斜
面
を
上

が
っ
て
い
く
と
頂
上
に
着
き
ま
す
。

頂
上
に
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
上
月
城
主
赤
松

政
範
の
供
養
碑
や
説
明
看
板
が
あ
り
ま
す
。
個
人
所
有
の

山
な
の
で
、
登
ら
れ
る
際
に
は
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
付
近
を
一
周
し
て
下
山
す
る
こ
と
も
で
き
、
天

気
が
良
け
れ
ば
、
利
神
城
を
遠
望
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま

す
。
一
周
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
約
１
時
間
の
コ
ー
ス
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
下
山
道
を
下
ら
ず
に
山
道
を
歩
き
、
目
高

集
落
方
面
に
で
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
地
元
の
人
が
切

り
開
い
た
道
で
、
上
級
者
向
け
で
す
。
い
く
つ
か
砦
跡
な

ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
３
時
間
以
上
は
か
か
る

の
で
、
挑
戦
す
る
場
合
は
水
分
や
食
料
な
ど
事
前
の
準
備

が
必
要
で
す
。

※

上
月
城
の
戦
い
は
「
上
月
合
戦
　
織
田
と
毛
利
の
争
奪

戦
」（
佐
用
町
）
に
く
わ
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
町
教
育

委
員
会
や
町
立
図
書
館
、
上
月
歴
史
資
料
館
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
一
冊
５
百
円
。

ふれあいの里上月特産物直売所上月歴史資料館
　JR姫新線上月駅舎内にあるユ
ニークな施設。佐用町特産のＧⅠ
登録「佐用もち大豆」を使用した
豆腐、みそ、しょうゆなどのほか、
地元農家の朝採り新鮮野菜なども
購入できます。

《アクセス》JR姫新線上月駅（上
月駅構内）、中国自動車道佐用IC
から約8km

《問合せ先》　ふれあいの里上月　
住所/佐用町上月529-4　電話/ 0790-86-8005　　
営業時間/ 9:00～17:00　
定休日/火曜日（祝日の場合は営業）、年末年始（12/31～1/4）

　戦国時代、織田・毛利の激しい戦いの地となった
上月城の歴史を展示しています。また、明治の中頃
から作られていた早瀬土人形や、町内の城跡の解説パネル
などの展示をしています。資料館に隣接して、皆田和紙の「紙すき文化伝承館」も
あり、紙すきの体験もできます（要予約）。

《アクセス》JR上月駅から約800ｍ、中国自動車道佐用ICから約9km
《問合せ先》上月歴史資料館　住所/佐用町上月373
電話/0790-86-1616（開館時のみ）
開館時間/10:00～16:00　開館日/土・日・祝日（年末年始は休館）
入館料/大人200円、高校生150円、小中学生100円　　　

紙すき文化伝承館（アクセス・問合せ
先・開館日・開館時間は上月歴史資料
館に同じ）

　

笹ヶ丘公園
　桜の名所笹ヶ丘公園は、全長約100ｍの滑り台「ビッグ
スライダー」、アスレチック遊具・広場、屋内競技場、散
策道など充実した施設があります。ご家族連れで豊かな自
然を満喫してください。敷地内にある笹ヶ丘荘では、宿泊
をはじめ日帰り入浴もお楽しみいただけます。

《アクセス》JR姫新線上月駅から約3km、智頭急行久崎駅
から約1km、中国自動車道佐用ICから約11km
《問合せ先》　笹ヶ丘荘　
住所/佐用町円光寺423-11　
電話/ 0790-88-0149　

→
上
月
歴
史
資
料
館

→
隣
接
す
る
紙
す
き
文
化
伝

　
承
館

����



寄り
道ち

よつ
と

　
Ｊ
Ｒ
佐
用
駅
か
ら
智
頭
急
行
に
乗
り
換
え
て
平
福
駅
を
降

り
る
と
、
そ
こ
は
「
大
原
夜
出
て
釜
坂
越
え
て
華
の
平
福
朝

駆
け
に
」
と
里
謡
に
も
歌
わ
れ
る
ほ
ど
、
江
戸
時
代
に
因
幡

街
道
有
数
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
「
平
福
」
で
す
。

　
佐
用
川
沿
い
に
点
在
す
る
土
蔵
や
川
座
敷
の
ほ
か
、
千
本

格
子
の
家
並
み
が
そ
の
面
影
を
残
し
、
往
時
の
風
情
を
か
も

し
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
薯
や
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
、
地
元
特
産
の
味
を

楽
し
め
る
道
の
駅
「
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
」
な
ど
が
あ
り
、
年

間
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　
こ
の
宿
場
町
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
石
垣
の
連
な
る
山
城
が

見
え
ま
す
。
こ
れ
が
利
神
城
跡
で
す
。

 

　
か
つ
て
三
重
の
天
守
を
も
ち
、「
雲
突
城
」
と
も
よ
ば
れ

た
近
世
の
利
神
城
は
、
江
戸
時
代
に
池
田
輝
政
の
播
磨
52
万

石
、
北
の
支
城
と
し
て
輝
政
の
甥
の
由
之
が
大
改
修
し
た
姿

で
す
。
利
神
山
上
に
そ
び
え
る
そ
の
姿
は
因
幡
街
道
有
数
の

偉
容
を
誇
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
山
の
ふ
も
と
に
は
石
塁
や
水
堀
を
伴
う
御
殿
屋
敷

を
構
え
、
本
格
的
な
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
、
利
神
城
の
歴
史
は
中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
が
、
築
城
者
を
含
め
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
天
正
五
（
１
５
７
７
）
年
の
羽
柴
秀
吉
の
上
月
城
攻
め

で
は
、
唯
一
戦
い
か
ら
免
れ
て
い
ま
す
。
福
原
城
と
上
月
城

が
落
城
し
た
と
き
、利
神
城
主
の
別
所
氏
は
な
す
術
が
な
く
、

人
質
を
出
し
て
秀
吉
に
降
伏
し
ま
す
。
そ
の
後
の
別
所
氏
は

消
息
が
途
絶
え
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
利
神
城
主
の
別
所
氏
を
上
月
城
の
山
中

鹿
介
が
攻
め
落
と
し
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
真
偽
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
以
降
、
天
正
六
年
（
１
５
７
８
）
年
に
上
月
城
を
毛

利
氏
が
落
と
し
て
か
ら
は
、
池
田
氏
が
領
有
す
る
ま
で
宇
喜

多
氏
が
領
し
て
い
た
と
の
説
が
有
力
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
、
平
福
は
城
下
町
か
ら
宿
場
町
へ
と
変

容
し
ま
す
。
瓜
生
原
家
住
宅
や
、
川
端
風
景
、
御
殿
屋
敷
跡
、

宮
本
武
蔵
初
決
闘
の
場
、
郷
土
館
な
ど
、
往
時
の
面
影
を
感

じ
ら
れ
る
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
明
治
21
年
創
業
、
約
１
３
０
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
河
内
屋
旅
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
佐
用
町
平
福
観
光
ガ

イ
ド
協
会
」
で
は
、
観
光
客
に
利
神
城
や
宿
場
町
の
歴
史
を

語
り
な
が
ら
史
跡
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
一
人
に
つ
き
１
回
３
，０
０
０
円
。
ご
利
用
に
は
、

７
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
０
・
８

３
・
２
３
７
３
　
道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
）。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※

現
在
、
利
神
城
跡
は
石
垣
や
登
山
道
で
の
崩
落
の
危
険
性

が
あ
る
た
め
、
城
跡
ま
で
の
登
城
は
差
し
控
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

※

平
福
や
利
神
城
に
関
す
る
こ
と
は
、「
利
神
城
と
平
福
の

ま
ち
な
み
」
や
、「
国
指
定
史
跡 

利
神
城
跡
」（
佐
用
町
発
行
）

に
く
わ
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
町
教
育
委
員
会
や
町
立
図

書
館
、
平
福
郷
土
館
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

利
神
城

宿
場
町
・
平
福

　「華
の
平
福
朝
駆
け
に
」

（
国
指
定
史
跡
）

道の駅　宿場町ひらふく 平福郷土館

　平福の川端
風景をモチー
フとした外観
が特徴の道の
駅。地元特産
の素材を使用
した食事を提
供するレスト
ラン、ご当地
Ｂ級グルメが
味わえるフー

ドコーナーに加え、特産品コーナー、情報コーナーを併設し
ています。
　さらに真正面には利神城跡、旧街道に入れば古い街並みや
川端風景という好立地でもあります。平福巡りの拠点として
ご利用ください。

《アクセス》　JR 姫新線佐用駅から約 5.6km、智頭急行平福
駅から約 0.3km、中国自動車道佐用 IC から約 2.7km、鳥取
自動車道（上り線）佐用平福 IC から約 1.5km
《問合せ先》　住所 /佐用町平福 988-1　
電話 / 0790-83-2373　
営業時間 /8:00 ～ 18:00（土日祝 19:00）
定休日/水曜日（祝日の場合は営業）、年末年始（12/31～1/1）

　「道の駅宿場町ひらふく」
から北東へしばらく行くと、
大きな提灯が目印の平福郷
土館があります。
　敷地内には五輪塔があり、
江戸時代にはこの敷地は牢
屋跡だったと伝わります。
　建物は、おなじ平福にあ
る瓜生原家の建築様式をモ
チーフにしています。
　１階は宿場町平福の生活を伝える民具や佐用町内の発掘調査で
見つかった出土品を展示しています。２階は利神城に関する展示。
説明パネルによる展示解説のほか、瓦や土器などの出土品、利神
城から出土したと伝わる鯱瓦なども展示されています。

《アクセス》JR 姫新線佐用駅から約 6km、智頭急行平福駅から約
0.7km、中国自動車道佐用 IC から約 3km
鳥取自動車道（上り線）佐用平福 IC から約 1.5km
《問合せ先》　住所 /佐用町平福 594
電話 /0790-83-2635（開館時のみ）　
開館時間 /9:00 ～ 16:00　
開館日 /土・日・祝日（年末年始は休館）
入館料 /大人 200 円、子ども 100 円
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図 5　佐用川の両岸に発展した平福
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利神城跡　縄張り配置図　（1 / 5 , 0 0 0 )
「播磨利神城」西尾孝昌氏図を一部改変

空 か ら 見 た 平 福

空
か
ら
見
た
利
神
城

「
利
神
城
と
平
福
の
ま
ち
な
み
」
か
ら
引
用
改
変

平
福
ま
ち
な
み
マ
ッ
プ
（1

/5
,0
0
0

）

寄り
道ち

よつ
と

　佐用町独自
の食文化で、
今やすっかり
ご当地グルメ
となったホル
モン焼きうど
ん。
鉄板で焼いた
あつあつのホ
ルモン焼きう
どんを、各店

城
跡
に
残
る
社
は
、
城
主
福
原
氏
を
祀
っ
て
お
り
、
頭

脳
明
晰
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
城
主
に
あ
や
か
っ
て
今
で

も
参
拝
す
る
人
が
多
く
あ
り
ま
す
。

社
が
あ
る
場
所
は
、「
土
塁
」
で
Ｌ
字
に
延
び
て
い
ま
す
。

社
に
向
か
っ
て
右
側
、
一
段
下
の
平
坦
地
は
福
原
城
の
本

丸
跡
で
す
。
図
面
を
み
る
と
、
こ
の
曲
輪
を
中
心
に
い
く

つ
か
の
平
坦
地
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
左

側
に
は
深
い
「
堀
切
」
が
あ
り
ま
す
。
今
は
農
道
で
す
が
、

元
は
西
側
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
大
き
な
堀
が
築
か
れ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
現
在
の
の
ど
か
な
風
景
か
ら
は
多
数
の

犠
牲
を
出
し
た
戦
い
が
あ
っ
た
場
所
に
見
え
ず
、
遺
構
だ

け
が
往
時
の
面
影
を
伝
え
て
い
ま
す
。

な
お
地
元
の
一
説
で
は
、
城
主
は
戦
い
で
討
ち
取
ら
れ

た
の
で
は
な
く
、
近
く
の
寺
ま
で
落
ち
延
び
、
そ
こ
で
自

刃
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
寺
は
高
雄
山
福
圓
寺
で
、
こ
の
城
か
ら
北
西
２
㌔

の
山
腹
に
あ
り
ま
す
。
境
内
の
一
角
に
古
い
宝
篋
印
塔（
ほ

う
き
ょ
う
い
ん
と
う
）
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
お
り
、
福

原
城
主
の
胴
塚
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

Ｊ
Ｒ
・
智
頭
急
行
佐
用
駅
を
降
り
て
北
側
の
佐
用
川
を

渡
り
南
へ
約
１
．
５
㌔
、
大
坪
橋
付
近
の
小
路
を
西
側
に

進
む
と
「
福
原
（
佐
用
）
城
跡
」
が
見
え
て
き
ま
す
。
上

月
城
攻
め
の
前
哨
戦
と
し
て
、
黒
田
（
小
寺
）
官
兵
衛
・

竹
中
半
兵
衛
等
に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
城
で
す
。

天
正
五(

１
５
７
７)

年
11
月
27
日
、
佐
用
郡
に
攻
め
込

ん
だ
秀
吉
は
官
兵
衛
と
半
兵
衛
に
福
原
城
攻
め
を
命
じ
ま

す
。
こ
の
戦
い
の
様
子
は
当
時
の
記
録
が
な
い
の
で
、
後

に
書
か
れ
た
書
物
で
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
す
。

「
播
州
佐
用
軍
記
」
で
は
、
黒
田
・
竹
中
隊
は
攻
城
に
苦

戦
す
る
も
の
の
、
蜂
須
賀
隊
の
加
勢
に
よ
っ
て
一
挙
に
優

勢
と
な
り
ま
す
。
蜂
須
賀
隊
が
搦
手
（
か
ら
め
て
）
か
ら

多
く
の
鉄
砲
を
打
ち
、
城
兵
を
分
散
。
大
手
側
か
ら
黒
田

隊
が
、
城
主
を
誘
い
出
し
、
そ
の
隙
に
竹
中
隊
が
城
を
攻

略
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
黒
田
家
の
記
録
「
黒
田
家
譜
」
に
は
、
官
兵
衛

の
計
略
、
三
方
を
囲
み
、
後
ろ
一
方
を
開
け
て
お
く
孫
子

の
兵
法
「
囲
師
必
闕
」（
い
し
ひ
っ
け
つ
）
に
よ
っ
て
落
城

さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
の
秀
吉
は
、
手
紙
に
「
福
原
城
か
ら
兵
が
出
て
き
た

の
で
、
半
兵
衛
と
官
兵
衛
を
派
遣
し
、
城
下
で
の
戦
い
で

数
多
く
の
城
側
の
兵
士
を
討
ち
、
城
主
兄
弟
は
平
塚
三
郎

兵
衛
が
討
ち
取
っ
た
。
そ
の
後
、
残
る
人
々
を
こ
と
ご
と

く
討
ち
果
た
し
た
」
と
実
に
素
っ
気
な
く
記
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
戦
で
は
城
兵
と
城
内
の
者
す
べ
て
が
斬
ら
れ

る
と
い
う
凄
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

福
原
城

黒
田
官
兵
衛
・
竹
中
半
兵
衛
に
落
と
さ
れ
た
城

※福原城主名は則尚のほか助就とする書もある。

さよう名物「ホルモン焼きうどん」 しかコロッケ

　佐用町商工会青年部が、しかを町の
救世主にしようという取り組みの中で生まれた商品です。
しか肉は低カロリーで高タンパク、さらに鉄分などのミ
ネラルが大変豊富です。佐用の山中で季節の恵みを受け
て成長しているしかは貴重な天然食材です。ぜひご賞味
下さい。

《問合せ先》　佐用町商工会　0790-82-2218

( 高雄山福圓寺所蔵）

（
佐
用
城
）

ど
る
い

ど
る
い
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舗特製のつけだれにつけて食べます。その味は、一度食べた
らやみつきに。リピーターも多く、女性や子供にも大人気です。
　佐用駅周辺、中国道佐用 IC 周辺を中心に十数店舗あります。
※ホルモン焼きうどんが食べられるお店の情報を掲載したホ
ルモン焼きうどんマップもあります。

《問合せ先》　佐用町商工会　0790-82-2218
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福原城跡　縄張り配置図　（1 / 2 , 0 0 0 )
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佐用の大イチョウ
（県指定天然記念物）
樹齢千年とも言われる県指定天然
記念物の大イチョウ。
秋になると黄金色に佐用の町を彩
ります。
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さ
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